
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

金　額

消耗品費 200,000

　包括的支援事業の中で実施しました。
　若年性のものを含めて増加している認知症について、地域や社会全体で支援していく体制づく
りのため、認知症とは何？という基本的なところから学ぶ講座を開催しました。

381人

特　記　事　項

認知症サポーター養成講座　14回

金　額 特　記　事　項細　節細　節

どのような成果が現れます（現れました）か？

　増加傾向にある認知症高齢者について全町的な理解を深め、その対応の方法等の啓発を推進す
ることにより、より多くの高齢者が安心して生活できる地域環境の整備ができる。

　認知症に対する正しい理解を深めることで、認知症の方もその家族も、地域社会に自然に受け入
れられ、安らかな生活が送れるような環境が整えられます。そのためには、今後も更に多くの機会に
啓発を続けていくことが必要であると思われます。

指　標 目　標　値 達　成　値

計
画

　高齢社会の進展とともに認知症高齢者が増加傾向にあることから、関係者等による懇談会を中
心として認知症の啓発や介護者家族への支援等、必要と思われる取り組みの掘り起こしを行い、
事業を実施していく。
  キャラバンメイトによる認知症サポーター養成講座を実施し、認知症サポーターの育成を図る。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

認知症サポーターの人数

500人

細　節 金　額

報償費 140,000

事務事業名 認知症対策推進事業

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉担当

サブリーダー 吉葉　恵子

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

事業の分類

予算科目
コード

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

差引（一般財源）

国庫支出金

県支出金

受益者負担金

その他の特定財源

計

地方債

0

財
　
源

計　画 実　績 特　記　事　項

予算現額

決算額

0

消耗品費 200,000

印刷製本費 200,000

0

0
予
　
算

当初予算額

流用額

540,000

決　算

補正予算額

0

0

0

0

540,000 0

0




